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研究成果概要 
本研究ではスーパーカミオカンデを用いて太陽ニュートリノの精密測定を行っている。

スーパーカミオカンデでは 8Bの崩壊に伴うエネルギーの高い太陽ニュートリノを捉えて

いる。スーパーカミオカンデが捉えたニュートリノの強度は標準的な太陽モデルから予

想される強度の約４０％しかなく、その原因はニュートリノが太陽から地球に飛んでく

る間に元々の電子ニュートリノから他のニュートリノ（ミューニュートリノやタウニュ

ートリノ）に変わってしまうからだということがわかっている。この「ニュートリノ振

動」とよばれる現象を詳しく調べるためには太陽ニュートリノのエネルギースペクトル

を詳しく調べ、エネルギーと共に振動の確率が変化すること（スペクトル歪み）を確認

する必要がある。もし、その歪みが期待通りでない場合には、太陽モデルの変更やニュ

ートリノ振動の新たな発見へとつながる可能性がある。そのため本研究では精密なエネ

ルギースペクトル観測を行っている。 
 平成２４年度はＳＫ－ＩＶフェーズで今までに取得した１０６９日分のデータを解析する

とともに、今までのすべてのＳＫデータを統合しての解析もおこなった。ＳＫ－IVでは、純

水装置からＳＫタンクに戻る水の温度を微調整し、タンク内で対流が起こらないようにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

SK-IV の１０６９日分のデータ
から得られたエネルギースペク

トル 

全 SK データを統合したエネルギースペクトル。データ点(赤の
誤差棒つき)は、統計誤差のみを考慮して統合した観測データ。
ヒストグラムは、上から順番に、（青）solar global+KamLAND
のベストフィットパラメータで期待されるスペクトル、
(緑)solar global のパラメータで期待されるスペクトル、（黒）
スペクトルを多項式フィットしたベストなスペクトル、
（紫)平らとしたスペクトル、を示す。 
 



こと、モンテカルロシミュレーションにタンク内部での場所による透過率の違いをいれるこ

となどをおこない、より精度の良いスペクトルが得られるようになった。例えば、太陽ニュ 

ートリノ強度に対する系統誤差は、SK-I では+3.5/-3.2%であったのに対して、SK-IV で

は±1.7％まで下げることができた。前頁下にＳＫ－ＩＶで得られたエネルギースペクト

ル（左図）と SK-I,II,III,IVすべてを統合したスペクトル（右図）を示した。ニュート

リノ振動の解（具体的には大角度解）から期待されるスペクトルルの歪みは（まだ）見

えておらず、むしろ平らである。つまり、「歪みなし」から予想されるスペクトルの形の

方がむしろ好まれる。この統計的な有意性はまだ 1.1 から 1.9σレベルではあるが、今後

の更なる精度向上により、何らかの有意な結果が期待できる。 
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